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図2年間の風配図と風向別平均風速の比較

図 3は銚子沖の年平均風速分布を示 したものであ

る.沿岸に近い場所ほど平均風速が弱 く,陸から遠
ざかるにつれて風速が増大 していることがわかる。

また,沿岸からの距離が同じでも場所によって,風
速に大きな違いがある。図 4には図 3中に実線で示

す沿岸からの距離 10kmの線に沿つた場所の年平均
風速を示す.銚子沖 10kmを基準に北側を正の距離
としている。銚子沖で最も年平均風速が高く,北側
に行くにしたがつて,海岸から 10kmの地点の風速
は急激に低 くなるのに対 し,南側では平均風速の大
幅な減少は見られない.最 も風速が高い銚子沖に対
し,最も風速の低い銚子北 70kmの海域では年平均
風速は 25%程度低くなっている。このことは,洋上

でも風況は場所によつて大きく異なり, ウィン ドフ

ァームの計画には綿密な風況精査が必要であること

を示唆 している .

図3銚子沖の年平均風速図

4.関東地方沿岸の風力発電可能量

本節では,気象モデルの計算結果から求められた

風況データを用い,関東沿岸の海域で発電可能な電

力量を求めた。関東地方 1都 6県の沿岸 50kmま で

の海域を対象とし,風車はハブ高さ70m,ロ ータ直
径 80mの 2MW風車を想定し,風車の配置間隔はロ
ータ直径の 8倍 (8D)と した。図 5には求められた

lkm2ぁ たりの年間発電量を示す.概ね平均風速と
似た分布を示し,対象とした海域全体では 1年間に
277TWhと いう高い発電量が得られることがわか
った。これは東京電力の年間供給電力量 295TWhの
94%に相当する.ただし,こ の発電可能量について
は社会的,経済的制約条件は含まれておらず,それ
らの条件を含めた発電可能量の推定はその 2で行う。

南北方向の年間平均風速の違い
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図 4沿岸距離 10kmでの南北方向の風速変化
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図 3関東地方沿岸海域の年間発電可能量

4。 まとめ

本研究では関東地方沿岸海域を対象 とし,メ ソス

ケール気象モデルを用いた水平解像度 2kmの シミュ

レーションを行い,以下の結論を得た .

1.洋 上では基本的に沿岸か ら離れるにつれて風
速が増大するが,沿岸からの距離が一定でも場

所によって年平均風速は大きく異なり,洋上に
おいても風車立地サイ トの選定が重要である .

2.関 東地方沿岸海域には東京電力の供給電力量
の 94%と い う高い風力発電可能量が存在する .
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